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第V章　まとめ
（1）役所
①御金蔵
　慶長年間に現在地に建った。印銀所・筋金所とは別である。印銀所は弥十郎町の北側に建ち、元和4年
に奉行所構内に移った。筋金所も元和4年に始まり、印銀所の南側に建てられた。
　宝暦初年に書かれたと云われる『佐渡相川志』には御金蔵について次のとおりある。「先年より御陣屋
門内なり。正保4年類焼、延亨3年に造り替える。元文元年に小蔵建ち寛延元年に類焼」と。
慶長年間から陣屋内に建ち、幾度かの火災にあったが位置は変わっていないが、再建の都度建物は移動し
ている。
　今回の発掘は層の出来を調べる上で深く掘っており、堀近くの水溜4号が出土したが、これは正保頃の
水溜と思われる。
　水溜2号は正保4年の火災層が底に黒く溜まっており、中から木管や箸、蓋、櫛、下駄、漆椀、釣瓶や
鍬先が出土している。また井戸4号は当地の標準型の素掘井戸で寛永二拾年を墨書する刻刀の外、寛文に
赴任した奉行名を落書した木管が出土している。その後を受け継いだ奉行名を書いて荷札や年貢米の俵に
入れる中札が出土した。これは寛延3年に埋めたもので史書に註書きがある。
　井戸の形態は底が広くなるが、素掘りのため途中で崩れる心配があり、底まで掘れなかった。井戸の底
で粉成しをし、検査で底を覗いても見つからないようにするためであった。
　また南側は一段高くなっており水路跡は安永7年の新築と考えられるが、井戸4号から低くなり、しか
も、60度余南へ折れて水溜2号の傍を通っている。北は石積で隠れる。石積は広間役宅の際に積んだも
のと考えられる。
　また、西端の根石列は安政の際の石積と考えられ、水溜5号の南側を通り、90度東へ曲がる柵列はそ
の当時に機能していたものであろう。
　水溜5号と井戸5号は石列が同じでも機能は違い、水溜5号は掘りが深くなっている。水路4号の南に
位置する井戸3号は寛延の絵図に見える井戸で基準となり、部屋の各位置を決めた。
②堀
　南北方向の堀は元和年間の鎮目奉行の折りには出来ていたと思われる。東西方向の堀については宝暦7
年の『佐渡年代記』に「五月朔日、印銀所御役所元地方役所へ引移、御蔵の只今の所場所替。是は後通石
垣今般御普請相成され候ところ、又々四月一七日夜痛候につき各の如くに候、右石垣普請の節、七軒屋通
新堀井押廻の塀御掛直し成候」とあり、「新堀」の名が出てくるのはこれが最初である。寛延の火災によ
り、御金蔵の安泰を願って用水路を兼ね堀を掘ったと考えられる。古い絵図には東西方向の堀は描かれて
なく、新堀ができるのは新絵図以後である。従って東西の堀は寛延の火災以後の宝暦7年であろう。
　南北の堀は南が広く北へ向くに従って狭くなる。全般に地山が少なく底面が平らになる箱形の構造であ
るが、中央部が地山が勾配を持って中へせりだし、中央に細い水路があるだけの特異な構造を持つ。
　東西方向の堀は南側が道路で埋められ幅2、75mしかない。南北方向と同じように中に狭い水路を挟ん
でいる。
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　東西方向は土塁際に堀止めの石垣が構築されるものの、底の下に暗渠が這い、道路上は下水路がある。
石垣は埋めた土を使い、しかも裏込跡が一面に入るし、南北方向には地山が際まであり、裏込めがない。
東西方向とは趣を異にする。
　寛延までは柵の代わりに土塁を築き松等を植えたこともある。『佐渡風土記』には延享2年に「九月城
の前堀側柵できる」とあり、それまでは土塁であったことが分かる。
③役所
　天保5年に一部類焼し、続いて安政5年に全焼しているが、天保5年は一部類焼でその後続いて再建し
ている。人夫を動員し掃除をして再建するので、大きな礎石はなくなっている。小さい礎石は幾つか見ら
れるものの役所の跡を留めるものはない。明治維新により一度佐和田へ移ったが翌年相川へ戻ったのは大
修理を加えた後である。『佐渡支庁』文書による「県有不動産簿」によれば安政6年3月に建設したが、
大修理の跡が歴然としている。昭和17年12月1日の火災では全焼したが、当時の面影はない。役所は安
政の火災層しか調査しなかった。大きな礎石は掃除でなくなった。
　武器庫は戦後大きくなったが安政当時の礎石が南東に残る。明治に入り、中に松が生えるような池跡が
見つかる。石畳に沿って水路が金山の排水路から流れるが、安永7年に見苦しく米屋町から堀の上を懸樋
にして今までの水路を利用して勝場へ水を送る計画で工事を始めた。しかし、南を探しても水路は見つか
らなかった。南の端には水路があるのに石畳の傍の南の方には水路がなかった。
　陣屋は天保14年に一人制となり、弘化3年に二人制に戻り、文久2年にまた一人制になった。その都
度修理を加えている。天保14年の奉行交代の節には女房も一緒にきており、模様替えは規模も大きかっ
た。
その時は陣屋と役所の区別をはっきりさせ、普段は陣屋へ家族は入れなくした。
　役所内にある井戸1号と奉行陣屋の井戸2号は寛延から機能しており変わりがなく、しかも庭は2間×
1間が二つあり、これを基準にして部屋の配置を決めた。また井戸1号は新制中学校でも大事にされ、鉄
管を通して今でも飲料水に使っている。奉行陣屋の井戸2号は校舎の狭さから拡張の際に半分取り壊され
てしまった。
④穴蔵
　『佐渡年代記』の寛延元年の火災の項に「武器は穴蔵へ入しを火気籠りて焼失せし品もあり」とある。
『佐渡国略記』には宝暦8年に「一一月五日、御広間白洲穴蔵御普請」とあり、寛政11年の火災では「金
銀吹分所山出筋金・灰吹銀嵩多につき、取出候ては散乱致すべきかにつき、穴蔵へ入置き候ところ火入候
までにて員数相違これなく、筋金所山出筋金は少分につき掛り役人持ち出し相違なく、御年貢金銭入れ置
き候地方土蔵火入候迄にて金銭別状なく御蔵納め相成候旨申し上げる」とある。
　いつの頃新築、取り壊したかは不明であるが、安政5年の火災では焼失ケ所に穴蔵が入ってないので安
政5年以前に取り壊したと考えられる。
　武器蔵の北端から2、95x3、75mの石囲いがあった。石面はすべて内側に向き、中の土色が黒味がかっ
ていた。1、30m下に炭層があり、その下に白い浜石が敷詰められ、1、40mの最下部にオウビキがあって、
その上に90cm間隔でタルキが乗っていた。タルキの上に床板がある。石垣はしっかりした谷積でオウビ
キの下まで続く。
　寛延の絵図には白洲の穴蔵とあり、穴蔵は水分が多いために石積にしてあった。白洲に穴蔵があるのは
全国でも例がなく珍しい存在である。
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　『守定漫稿』によると京坂は地下水が深く水が穴蔵より出ないので切石を積んだものを良く見かける。
江戸は地下水が地表面から近いので穴蔵に水が入り木造が多いときく。
⑤土塁
　ロシアの南下政策によって日本海へ黒船が度々訪ずれる。しかし、土塁の下に黒い層があって物置の礎
石が新しく、とくに石磨の物配りが下石であったりして安政の火災後に築いたと思われる。
　新築の記録はないが、『江戸時代の制度事典』によれば「佐渡奉行は佐渡国相川に駐在して一国の訴訟
を決し、貢賦を収め専ら鉱山のことを管理し、兼ねて北海の動静を観察した。老中の支配など勘定奉行の
指揮を受けた。千石高、職禄千五百俵、百人扶持を給せられ芙蓉間詰である。始めは代官と称していたが
慶長八年から奉行と唱えるに至った。勘定奉行から兼任していたが正徳二年に専任奉行二人を置き、河野
勘右衛門・神保五左衛門を任補した。天保一四年に定員を一人とし弘化三年には二人、文久二年にはまた
一人しとした。支配下の組頭は宝暦八年に置かれたもので定員二人、庶務倉虞のことを掌り三百俵高、金
百両を給せられた。与力三〇騎、同心七〇人、広間役、定役、並役があった」とある。北海の動静を探る
新しい任務が加わったので土塁を築いて守りを固めたのであろう。
　昔からあった土塁の根石の下には黒楽の手焙り火鉢があり、しかも、安永には「羽口屋」が今戸で黒楽
を習覚えて佐渡へ帰って同業者に指示しており、幕末から本格化している。
　その手焙り火鉢が石垣の下に見え、幕末から黒楽が本格化しているのと、土塁の上にある松は松食虫の
害により切ったが、その年輪は84年であった。
　奉行は敵が佐渡を攻めるには奉行所を目標にするだろうと考えて、奉行所の守りを第一にした。そのた
めに大砲の新設は奉行所を中心にして設置し、安政以後に新設したと考えたい。
（2）鉛土坑
　鉛土坑はG－12とH－12の境にあり、水路4号を超えて北に一直線に柵列が並ぶ。その土坑から172枚の
鉛を検出した。土坑は地表面から67cm下にあり、埋立土の第1層は礫混入褐色粘土で15cm測る。2層は
52cmの礫を含む明褐色土で、中に瓦片が大量に投げ込まれていた。土坑は341　m×281　mの楕円形を呈し、
深さ201mあった。2層からなり、堆積土の第1層は69　cmの礫混入褐色砂質土で下に鉛172枚が埋納され
ていた。鉛は表向で綺麗に積んであった。鉛は平均して、縦69cm、横26cm、中央の厚み5cmを測り、鍋
底状を呈する。鉛の中央には検査印が捺印され、上に生産者と思われるマークが彫ってある。実際の目方
は刻印目方より3．7貫重く、層重量は1876貫余になる。享保3年のことで金山の不景気によるドン底時代
であった。
　また鉛には縦13cm余x幅2．5cmの送付札を16点採取した。表面に鉛と目方、番号が墨書され、裏に差出
人の名前「山宮徳衛門」が入る。上下に挟りが入り、縛り易くしてあるので一点毎に鉛に縛ってあったも
のと考えられる。表面に鉛・目方・番号が付され、裏面には差出人と思われる「山宮徳衛門」の名前が入
る。完形品はなく破損したものばかりであった。番号や目方の記載から一枚毎に送付札があったと考えて
いる。鉛は東京工業大学や真空冶金㈱の分析によれば999％以上の高品位であった。
　明暦3年の『佐渡風土記』によると「埋鉛9、125貫875匁、是は御運上屋覚有之候を前代より受渡之時
貫目不改伝り申候由帳面に改書有」とあり、『佐渡国略記』の享保3年には「最近不景気で埋蔵鉛を掘り
出すことになった。御金蔵下に埋めてあるとの言い伝えから探したが行方が知れずに新穂村潟上に隠居し
た老役人に行方を尋ね掘出しに成功した」これは寛文年間に若林奉行が掘り出したが、その後赴任した曾
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根奉行が延宝3年に同量の最上鉛を購入し、寛永一八年の鉛と共に埋めたことが埋蔵鉛の出現で判明した。
　しかし、寛永にはニケ所に分けて埋めたようで1、876貫823匁は方々探したが行方は分らなかった。今
回の鉛は㎏ではかり、貫目に換算すると1、874貫232匁であり、目方がほぼ同じことから享保3年に発見
できなかった寛永の不明鉛の公算が強い。
　金銀製錬には石見銀山から入ったと伝わる「灰吹法」に鉛を大量に使った。佐渡には鉛山がなく江戸城
で鉛の交渉をし、『佐渡年代記』の寛永17年に伊丹奉行の書簡に「村上鉛之儀堀式部へ致談合候へともや
すくは売間敷由に候間、其心得可有候、其元鉛事欠候は・人を遣し鉛買受可被申事」とあり、易い鉛を全
国の鉛山と折衝し購入している。
　鉛は元和4年に佐渡一国通用の極印銀に利用されたり、大砲の球にも応用され、なくてはならぬ物であ
った。
（3）精錬遺構群
　奉行陣屋から眺める池向かいの地下から精錬用の炉趾群を検出した。異国船の来襲防備のため土塁を築
いて守りを固めた真下になる。海岸段丘の西端に当り、日本海を360度見渡せる場所に位置し、標高は東
で43．182m、西で43．05mとなり、わずかに海岸に向かって傾斜する。西南は急崖となり底を地獄谷の坂
道となり西は同心町を通って材木町番所へ通ずる近道となる。
　北側は落ち込みの沢で、操業時には二つの台地に別れていたが、武器庫のあたりで一つに繋がっていた
と推定される。斜面際には杭で滑りを止めている。当初は陣屋の池の周辺にある杭と思っていたが精錬遺
構の崩落を防ぐために打ったと杭と考えられる。精錬遺構の台地は狭く東を除き周囲は急斜面であり、奉
行所建設時に沢を埋めて平らにしたのであろう。西端には石を並べて窯をそれ以上西に動かずにいる。
　検出した精錬遺構群の形態別内訳は中仕切竈14、丸竈6、長竈1、形態不明竈8で計29基となる。こ
こから肥前1期で胎土目の小皿、小鉢や瀬戸・美濃焼の大窯時代で志野粕がかかったものなどが出ており、
あとは遺物として石製品や盤状土器、脚柱状土器、鉱津、炉壁、羽口などがあるが、いずれも精錬に関係
するものばかりである。
　奉行所の敷地は山師の所有で、慶長8年に奉行所建設のために購入したもので、それまでは山師が金銀
の精錬をしていたものと見たい。
　沢と思われる凹みは池下にあり、池は灰原第3号を切っていない。
　また、陣屋前に精錬施設群があったとしたら奉行は煙たがって居れないであろう。
　舌状台地が二つあると思われるが、奉行所建設時に埋め立て浜砂利を敷いた焼土ブロックは遺構の上にある。
　蛍光X線元素分析によると精錬遺構壁に銅が混じり、脚柱状土器に銀や鉛を含み、鉢状土器に塩素が含
まれ金銀製錬遺構の可能性が高い。
　したがってこの精錬遺構群は陣屋建設まで山師により金銀精錬をしていた場所と見たい。
（4）寄勝場
　勝場は一部を発掘調査したのみで、他は道路等で崩されている。勝場には粉成しや精錬、小判吹替によ
る場所がある筈なのであるがいまは道路になっている。ここからは石磨類が大量に出土し、船や旅、羽口、
水路、井戸などを出土しているが、粉成しが中心の作業場だったと考えられる。
　宝暦9年に江戸へ伺いをたて、工場群を統一して入口には番所を置き監視を強化して作業の効率化と金
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銀の密売防止を図る仕法改革を行なった。この曲輪を寄勝場と総称したが、時によっては吹所を寄床屋と
呼ぶこともある。地役人に与えた拝領屋敷約900坪余を没収して総計1、550坪余を一曲輪に囲い、床屋・
小判所・勝場・床屋・鍛冶屋等に分割した。調査地区は鉱石を拍石で粉砕し、石磨で粉にし、沙板で砂よ
り細かい粉末にし比重撰鉱を専らにする場所であった。
　江戸の初期には敷の前に品質の悪い鉱石を一山に放置していたが、試験的に精錬した結果、予想に反し
て良い結果となったため、勝場を別に設けたが寛政初年に江戸よりの通達によって廃止された。これを外
吹買石と云い、勝場を揚柄山と云い、坂本口番所で監視に当った。坂本口番所は地獄谷から材木町番所の
間にあった。江戸からの通達によって寛政年間に廃止された後は同心町となって町同心が集まった。
　勝場の石磨は拍石と云い、油石と呼ばれ重い玄武岩で造られ対象的に二つの穴が明く。金場石は眼鏡石
で通り、鉄槌で鉱石を細かく打ち砕く。しかし、勝場では丸い穴ではなく矩形の四角い穴に変る。鉱石を
細かくする金場石であるが、江戸後半期に変ったのか明治に入り変ったのか不明なものの穴の状態が変っ
ている。しかも、丸い穴の形が四角な穴に変ったのが読み取れる。
　粉成用上磨は下相川の球状流紋岩製で、柄穴を穿ち、高さ1mほどに造る。しかし、摺り減って低くな
ったものが多い。粉成用下磨は相川片辺海岸で取れる花嗣岩質礫岩の堅い石質を用いる。つまり粉成用上
磨と粉成用下磨は石質が異なる。下磨は天和2年8月まで幡州から花固岩を取り寄せていたが、元和年間
に佐渡に似た石があるこが分り以後それを使うことになった。
　石磨には湯ノ奥型と黒川型があるが、リンズの使用によって心棒が固定する改良型が最も新しい。佐渡
はこの改良型が多く、1、500個以上検出している。改良型は慶長から元和年間に代ったと云はれるが、佐
渡では下磨に鉄で心棒を造る。外の鉱山では木の心棒が見られる。
　石磨も粉成用上磨に物配りがあったが、いつの間にか粉成用下磨に変っている。しかも当初は2本から
6本まで沢山あったのにいつの間にか1本に変っている。宝暦年間に変ったのかは知らないが、堅い粉成
用下磨に変更したのは物配りがどちらになっても効果は同じであると悟ったからであろう。粉成用下磨は
堅くて一度彫れば後は彫らなくて済むと思ったからであると考えられる。
　木製の舩と桶の検出が多い。ねこ流しにより勝津が堆積したものと、堆積物が見られない舩に別れる。
絵巻には多くの舩が描かれ、舩に水が溜っている。舩の横には桶があり流しで溜った澤を桶に入れ、何度
も同じことを繰り返して選鉱して行く。そのためには水が必要となり『浮世噺』の文政11年に「七月頃
勝場稼方粉成、水不足に付、割間歩の水口より勝場迄伏樋掛る」とあって、水の方向と方法を替えている。
また、水の不足を補うために勝場にいくつも井戸を掘っている。井戸は径1、7m、深さ3mを測り、一般
家庭より大きい。井戸は3つでている。
　旅も二つ検出したが、旅を使うのは金場で「さく朱」しかなく、不明な点が多い。羽口は10点が検出
されているが、これは精錬場か勝場で使用したか不明である。ただ羽口は固まって出土しており、勝場で
なく精錬場の公算が強い。
　舩と水路は付き物であるが、近代の学校建設で基礎工事に大きな穴が明いていて、壊された遺構が多く
見られる。
　寄勝場ができたのは佐渡国略記に云う通り宝暦9年と見たい。それまでは下の平地は稲荷社や馬場と御
武具蔵があり、さらに江戸から派遣された広間役の役宅に使う予定であったが寄勝場に変更したものであ
る。なお、平地は地役人の敷地に拝領していたことを申し添える。
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